
背景・目的

事業概要

・2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会期間は一年でも特に暑い時期（7/25-9/6）。
・大会会期中は日本の夏に不慣れな外国人を含む多数の観客が来訪。競技会場への移動、入場待機、観戦時などに
多数が屋外で長時間を過ごすこととなり熱中症対策が必須。

・そのため熱中症のかかりやすさを示す暑さ指数を把握し、適切な予防的対策に資する。

期待される効果

平成25年度予算
○○百万円
平成27年度要求額

億円オリンピック・パラリンピック暑熱環境測定事業

事業目的・概要等

イメージ

平成30年度予算（案）
30百万円（29百万円）

(1)主要競技会場周辺等
の14地区程度を対象
に気温、湿度等を
実測調査

(2)主要競技会場周辺等
の14地区程度の暑さ
指数の推計手法を
確立

事業スキーム

環 境 省 請負事業者
（調査等の実施）

調査等の請負発注

検討結果の報告

②熱中症対策として、特にリスクの高い場所での暑さ指数
の推計手法を確立し、大会開催期間の熱中症予防情報の
発信において活用。

①オリパラ大会の会場関連施設整備等の検討のための基礎
情報として関係各機関において活用

現在の実測状況
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①新国立競技場周辺
②皇居外苑周辺
③国技館周辺
④馬事公苑周辺
⑤有明・お台場地区周辺
⑥東京スタジアム周辺
⑦霞ヶ関カンツリー倶楽部周辺

⑭

⑧埼玉スタジアム2002周辺
⑨幕張メッセ周辺
⑩釣ヶ崎海岸サーフィン会場周辺
⑪江の島ヨットハーバー周辺
⑫横浜国際総合競技場周辺
⑬伊豆ベロドローム周辺
⑭福島あづま球場周辺


